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令和２年

６月定例会
６
４

６
11

（８日間）

 本　会　議 
４日　一般質問
５日・11日　議案審議他

 常任委員会 
８日　総務産業
９日　文教民生

　

令
和
２
年
第
２
回
議
会
定
例
会
が
、
６
月
４
日

か
ら
11
日
ま
で
の
８
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
条

例
の
改
正
や
一
般
会
計
補
正
予
算
、
人
事
案
件
等

が
上
程
さ
れ
、審
議
し
原
案
ど
お
り
議
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
６
名
の
議
員
が
一
般
質
問
に
立
ち
、
町
の

考
え
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

専決処分事項の承認専決処分事項の承認
●令和２年度千代田町一般会計補正予算（第１号）
特別定額給付金給付事業
　新型コロナウイルス感染症緊急経済対策
の一環として国民１人あたり10万円を給付
する。

子育て世帯への臨時
特別給付金給付事業
　児童手当受給世帯に
１万円を上乗せ分とし
て給付する。

●令和２年度千代田町一般会計補正予算（第２号）
新型コロナウイルス感染症対応地方創生
臨時交付金
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けて
いる地域経済や住民生活を支援するため、本町独自の支
援策を実施する。内容としては、応援金・支援金を支給
する「子育てがんばろう！応援給付金支給事業」や「中
小企業者等緊急支援金支給事業」などの11事業を展開
する。

人事案件人事案件
任期満了に伴う各委員会の委員の任命につき同意を求め
る議案が提出され、同意しました。

令和２年度　一般会計補正予算（第３号）
1,320万円を追加し、総額62億264万円とする。
歳入
　介護保険料軽減に係る国県負担金や寄附金、町債を追加する。
歳出
　職員の人事異動に伴う人件費の整
理や機構改革に伴う予算の組換えを
行うほか、総務費では、太田記念病
院への感染症対策支援金を追加、衛
生費では、保健センター移設・複合
化に係る監理委託料を追加する。

農地最適化の一環として活動する
農業委員

総合福祉センターと複合化となる
保健センター

加藤　孝雄 氏 荻野　道子 氏 髙𣘺　利康 氏
（再任・赤岩在住） （新任・下中森在住） （新任・福島在住）

金子　一紀 氏 柿沼　秀美 氏 蛭間泰四郎 氏
（新任・木崎在住） （再任・赤岩在住） （再任・鍋谷在住）

小林　祐治 氏 栗原　　寛 氏 木町　光夫 氏
（新任・舞木在住） （再任・上五箇在住） （再任・舞木在住）

大野　伸二 氏　（新任・赤岩在住）
千代田町教育委員会委員

千代田町農業委員会委員

　大野氏は、教員として本町西小学校や千代田中学校に勤務され、
平成22年度からの４年間を千代田中学校の教頭職に、平成30年
度からの２年間を校長職に就任されており、本町のことはもち
ろん、本町の学校についても、深くご理解されている方です。

問
特
別
定
額
給
付
金
は

ど
れ
く
ら
い
の
申
請
が

あ
っ
た
か
。

答
４
，５
２
２
件
中
の

３
，９
１
７
件
で
87
％
で

す
。（
６
月
２
日
現
在
）

問
特
別
定
額
給
付
金
の

事
務
に
関
わ
る
費
用
は
ど

こ
の
負
担
か
。

答
全
額
が
国
か
ら
支
払

わ
れ
ま
す
。

問
感
染
症
対
応
地
方
創

生
事
業
の
金
額
の
根
拠

は
。

答
国
か
ら
示
さ
れ
た
額

を
上
限
に
し
て
い
ま
す
。

問
畜
産
業
緊
急
応
援
金

支
給
事
業
は
何
件
分
か
。

答
９
件
に
な
り
ま
す
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

問
認
定
農
業
者
等
又
は

こ
れ
ら
に
準
ず
る
者
と

は
。

答
認
定
農
業
者
だ
っ
た

経
験
が
あ
る
方
々
な
ど
で

す
。

問
太
田
記
念
病
院
感
染
症

対
策
支
援
事
業
の
金
額
50
万

円
は
適
正
か
。

答
近
隣
の
市
町
と
話
し
合

い
を
し
て
決
め
ま
し
た
。

主
な
質
疑

主
な
質
疑

総額11億5,422万円
を追加!!

総額5,022万円を追加
!!
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審議議案と議員の賛否（６月定例会）
上程された議案・概要・結果

金
子
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二

橋
本
博
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大
澤
成
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大
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純
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雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

小
林
正
明

柿
沼
英
己

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
令和２年度千代田町一般会計補正予算（第１号）
◇【国の新型コロナウイルス感染症緊急経済対策の一環として、国民１人当たり
10万円を給付する「特別定額給付金給付事業」等が実施されることとなり、総
額11億5,422万円を追加補正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

令和２年度千代田町一般会計補正予算（第２号）
◇【国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、本町独自
の支援策を11事業実施することにより、総額5,022万円を追加補正】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

条例の一部改正
千代田町税条例の一部を改正する条例　◇【固定資産税の改正では、新型コロナ
ウイルス感染症等に係る中小企業等の償却資産及び事業用家屋の課税標準の特
例を新設。また、軽自動車税の改正では、環境性能割の税率軽減期限を延長し、
税負担の軽減措置が講じられたもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町税条例の一部を改正する条例　◇【税条例の改正と同様に、新型コロナ
ウイルス感染症等に係る中小企業等の償却資産及び事業用家屋の課税標準の特
例を新設するもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の
一部を改正する条例　◇【厚生労働省令が定められたことにより、省令の内容に
準じて定める町の条例についても所要の改正を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町国民健康保険条例の一部を改正する条例　◇【新型コロナウイルス感染
症の感染者等に傷病手当金を支給するための規定を定めるため】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

千代田町介護保険条例の一部を改正する条例　◇【65歳以上の低所得者の方の
介護保険料を軽減強化する施策を実施するため】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

令和２年度　補正予算
一般会計（第３号）
◇【1,320万円を追加し、総額62億264万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

国民健康保険特別会計（第１号）
◇【155万円を追加し、総額13億1,499万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

介護保険特別会計（第１号）
◇【249万円を減額し、総額８億6,731万円とする】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

その他
千代田町農業委員会の委員の過半数を認定農業者等又はこれらに準ずる者とす
ることにつき同意を求めること ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人　事
千代田町農業委員会の委員の任命の同意：９議案
◇【再任：５人、新任：４人　任期３年】※詳細は２ページに掲載 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

千代田町教育委員会の委員の任命の同意
◇【新任：大野伸二氏（赤岩在住）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

特別委員会の設置
千代田町議会改革推進特別委員会の設置　◇【千代田町議会として権能を十分に
発揮し、更なる議会活性化を図っていくために設置するもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

千代田町議会だより「大河」第150号のお詫びと訂正について
　2020年４月25日発行の千代田町議会だより「大河」第150号におきまして、12ページ「審議議案と議員の賛否」の中で一部記載
内容に誤りがありましたので、ここに訂正し、お詫び申し上げます。なお、訂正後の内容は以下のとおりとなります。

「議会視察研修費」「議会視察研修費」をを「新型コロナ対策費」「新型コロナ対策費」へへ!!!!
全員協

議会

におい
て

賛成多
数で

上程された議案・概要・結果
金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　

剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森　

雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

小
林
正
明

柿
沼
英
己

議決結果
（賛成：反対）

第２回臨時会
人事
千代田町副町長の選任の同意
◇【副町長に石橋俊昭氏を選任（赤岩在住）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

可決
　６月11日の６月定例会終了後に「議会全員協議会」を開催し、今年度
に予定されている全ての議会視察研修を中止して、視察研修に関わる経
費を新型コロナウイルス感染症対策に充てることで合意しました。
　なお、議会視察研修に関わる経費の合計額は、約284万円です。

今年度の議会視察研修を中止し
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新型コロナウイルス感染症対策についてどう考えるか！新型コロナウイルス感染症対策についてどう考えるか！

柿 沼 英 己 議員
感染防止対策や医療の充実、事業
者・農業者・雇用への支援策、教
育のオンライン化に取組みます。

髙 橋 祐 二 議員
町独自の補助金等を、該当される
方は必ず申請してこの危機的状況
を乗り越えていただきたい。

森 　 雅 哉 議員
日本銀行が国債を無制限で引き受
けると宣言したので、政府はそれ
に応えて新規国債をもっと発行し
て欲しい。

橋 本 和 之 議員
町独自の支援策と国や県との似か
よった事業は利用者の利便性向上
のため、ワンストップでの案内を
お願いしたい。

大 澤 成 樹 議員
町民の皆様の新たな日常・経済活
動の回復と一刻も早い終息実現に
向け、今こそ力を合わせて乗り越
えましょう。

橋 本 博 之 議員
町から出る人、来る人に感染予防
を継続していただくことが肝心だ
と思います。もはや、対岸の火事
ではないのです。

小 林 正 明 議員
発熱、のどの痛み、咳が続いてい
ませんか。重症化すると肺炎にな
ります。手洗い、体温測定など注
意しましょう！

川 田 延 明 議員
自分が感染しないように対応する
のが１番の対策であります。
今少しの辛抱です。負けないよう
に頑張りましょう。

大 谷 純 一 議員
心配なのは小中学生の学習の進度
です。東京は群馬より夏休みを少
なくして勉強するのに、群馬は大
丈夫なのか。

酒 巻 広 明 議員
困っている方へ、困っているとこ
ろへ、しっかりと支援サポートを！
スピード感をもって取組んでほし
いです。

原 口 　 剛 議員
３密（密閉、密集、密接）を避け、
新しい生活様式（マスクの着用、
手洗い、身体的距離の確保）を取
入れる。

金 子 浩 二 議員
幸い千代田町では感染者はいませ
んが、気を緩めることなく、自らの
身を守り「コロナにうつらない、う
つさない」強い気持を持ちましょう。

議員は特
集
　この度の「新型コロナウイルス感染症対策」では、感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を　この度の「新型コロナウイルス感染症対策」では、感染拡大を防止するとともに、感染拡大の影響を
受けている地域経済や住民生活を支援するために、本町でも、独自支援策として、子育て期における保受けている地域経済や住民生活を支援するために、本町でも、独自支援策として、子育て期における保
護者の金銭的負担軽減のための「子育てがんばろう応援給付金支給事業」など、11項目の経済対策を創護者の金銭的負担軽減のための「子育てがんばろう応援給付金支給事業」など、11項目の経済対策を創
設し、町民の日常生活の安定、地域経済の速やかな回復が図られるよう様々な施策を講じてきました。設し、町民の日常生活の安定、地域経済の速やかな回復が図られるよう様々な施策を講じてきました。
　そこで、本町12名の議員に「新型コロナウイルス感染症対策」について、それぞれの考えを聞きました。　そこで、本町12名の議員に「新型コロナウイルス感染症対策」について、それぞれの考えを聞きました。
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令和２年

第３回
臨時会

　

令
和
２
年
第
３
回
臨
時
会

で
は
、
専
決
処
分
の
承
認
５

件
、
同
意
２
件
が
上
程
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、千
代
田
町
選
挙
管

理
委
員
・
補
充
員
の
選
挙
も

行
わ
れ
ま
し
た
。

専決処分事項の承認専決処分事項の承認
●千代田町税条例等の一部改正について
　個人町民税では、肉用牛の売却による事業所得に係
る課税の特例の適用期限の延長を行い、固定資産税では、
所有者不明土地等に係る課税上の課題に対応するため、
現使用者に対し固定資産税の賦課徴収に必要な事項を
申告することができる規定などを追加した。

●千代田町都市計画税条例の一部改正について
　地方税法等の一部を改正する法律が令和２年３月31
日に公布され、同年４月１日から施行されることに伴い、
関係する法律の引用条項及び文言の整理と併せ元号の
改正を行ったもの。

●千代田町国民健康保険税条例の一部改正について
　国民健康保険税の課税限度額について、基礎課税額を「63万円」に、介護納付金課税額を「17万円」
に引上げを行い、後期高齢者支援金等課税額については、据置きとするもの。

●令和元年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
　既定の予算額に変更はなく、前年度の保険給付費が確定したことに伴い余剰金の精算を行うことから、
雑入として受入れるために、予算項目の組替えを行うもの。

●令和元年度千代田町一般会計補正予算（第６号）
歳入
　ふるさと応援寄附金の納入実績、及び国、県に係る各
種交付金が年度末に確定したので補正するもの。
歳出
　ふるさと応援寄附金に対する返礼品、及び新型コロナ
ウイルス関連の消耗品を追加し、余剰金については、基
金に積立てを行い、今後の財政運営の健全化を図るもの。

人事案件人事案件
選挙管理委員及び補充員監査委員

審議議案と議員の賛否（第３回臨時会）
上程された議案・概要・結果

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　

剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森　

雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

小
林
正
明

柿
沼
英
己

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
（千代田町税条例等の一部を改正する条例）◇【個人町民税では事業所得に係る
課税特例の適用期限延長を行い、固定資産税では所有者不明土地等に関わる賦
課徴収に必要な申告の規定等を追加した。】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

（千代田町都市計画税条例の一部を改正する条例）◇【地方税法の改正に伴い、
関係する法律の引用条項及び文言の整理と元号の改正を行ったもの。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）
（千代田町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）◇【国民健康保険税の課
税限度額の引上げについて基礎課税額と介護納付金課税額の改正を行うもの。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）
令和元年度千代田町一般会計補正予算（第６号）
◇【7,956万円を追加し、総額49億6,391万円とする。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）
令和元年度千代田町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）
◇【前年度保険給付費の確定により、予算科目の組替えを行うもの。】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）
人　事
千代田町監査委員の選任につき同意
◇【再任：白石正躬氏（赤岩在住）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）
千代田町監査委員の選任につき同意
◇【新任：川田延明氏（舞木東在住）任期４年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）

〇選挙管理委員 〇補充員
遠藤　　讓 氏 松沢　久雄 氏 田代　正夫 氏 加藤　和男 氏
（下中森在住） （萱野在住） （舞木在住） （上中森在住）

阿部　松夫 氏 大谷　幹夫 氏 福田　理已 氏 野村　啓男 氏
（上五箇在住） （舞木在住） （瀬戸井在住） （福島在住）

白石　正躬 氏 川田　延明 氏
（再任・赤岩在住） （新任・舞木東在住）

任期満了に伴う選挙管理委員及び補充員の選挙が行われ、上記の８氏が当選しました。

任期満了に伴う各委員会の委員の任命に
つき同意を求める議案が提出され、同意し
ました。

４
10

感染防止に効果がある
「手指消毒剤」

問
土
地
の
所
有
者
調
査
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

ま
た
、
所
有
者
不
明
の
土
地

の
所
有
権
は
。

答
登
記
の
状
況
や
住
民
登

録
等
公
的
な
機
関
で
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、所

有
権
は
変
わ
り
ま
せ
ん
が
、

課
税
に
つ
い
て
は
、
相
続
人

等
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

問
消
毒
液
の
購
入
の
概
要

と
在
庫
状
況
は
。

答
今
回
は
ミ
ス
ト
形
式
を

購
入
す
る
予
定
で
す
。な
お
、

在
庫
と
し
て
は
半
年
分
く
ら

い
は
確
保
し
て
あ
り
ま
す
。

問
都
市
計
画
道
路
（
赤
岩

新
福
寺
線
）
の
完
成
は
。

答
今
年
の
７
月
末
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

主
な
質
疑

千代田町議会だより「大河」151号　令和２年７月25日発行5



森　　雅哉 議員 P.７

①  テレワークを念頭においた移住・定住
の促進について

②  災害時のダンボールベッドの活用につ
いて

酒巻　広明 議員 P.９

① 外食産業の活性化について

大谷　純一 議員 P.11

① 子ども・子育て支援について

橋本　和之 議員 P.８

① 新型コロナウイルスの対応について

小林　正明 議員 P.10

① 大雨洪水被害への対応について
②  洪水発生時の避難駐車スペース確保の
考えは

大澤　成樹 議員 P.12

① GIGAスクール構想について

６議員が登壇６議員が登壇
一 般 質 問

そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す。）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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テレワーク※関連の移住促進は

【 町長 】誘致活動を検討したいです

問　

テ
レ
ワ
ー
ク
に
特
化

し
た
本
町
へ
の
移
住
・
定

住
促
進
と
い
う
や
り
方

は
。

町
長　

既
存
の
移
住
者
住

宅
取
得
費
補
助
金
の
助
成

を
手
厚
く
す
る
な
ど
、
誘

致
活
動
を
検
討
し
た
い
で

す
。

問　

空
き
家
対
策
と
し
て

テ
レ
ワ
ー
ク
の
関
連
で
誘

致
す
る
可
能
性
に
つ
い
て

は
。

町
長　

個
人
や
テ
レ
ワ
ー

ク
導
入
を
求
め
る
企
業
を

含
め
、
活
用
に
向
け
て
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

町
内
で
空
い
て
い
る

宅
地
、
売
り
に
出
て
い
る

宅
地
な
ど
の
余
裕
は
。

町
長　

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン

ち
よ
だ
は
、
す
ぐ
に
住
む

こ
と
が
可
能
で
す
。

問　

テ
レ
ワ
ー
ク
と
い
う

こ
と
に
特
化
し
た
よ
う
な

Ｐ
Ｒ
方
法
の
検
討
は
。

町
長　

本
町
の
魅
力
と
し

て
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
げ
て
い
け

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　

専
門
業
者
と
の
提
携

は
ベ
ッ
ド
だ
け
か
。

町
長　

ダ
ン
ボ
ー
ル
ケ
ー

ス
等
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
製
品

な
ど
、
紙
に
関
わ
る
ト
ー

タ
ル
な
製
品
の
提
供
が
可

能
で
す
。

問　

在
庫
は
ど
れ
ぐ
ら
い

あ
る
か
。

町
長　
12
セ
ッ
ト
分
で
す
。

今
後
も
備
蓄
品
と
し
て
整

備
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

搬
入
の
日
数
に
つ
い

て
は
。

町
長　

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ

ド
３
０
０
セ
ッ
ト
で
あ
れ

ば
、
１
週
間
で
納
品
可
能

で
す
。

問　

ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
の
費
用

は
。

町
長　

１
セ
ッ
ト

当
た
り
３
，
０
０

０
円
程
度
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

問　

ダ
ン
ボ
ー
ル

ベ
ッ
ド
は
、
公
民

館
や
集
会
所
な
ど

で
使
用
す
る
こ
と
は
で
き

る
か
。

町
長　

可
能
で
す
。た
だ
、

数
多
く
設
置
す
る
こ
と
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

問　

使
用
後
は
廃
棄
に
な

る
の
か
。
ま
た
、
そ
の
費

用
は
。

町
長　

再
利
用
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
も
し
廃

棄
し
た
場
合
の
費
用
は
町

の
負
担
と
な
り
ま
す
が
、

資
源
ご
み
と
し
て
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
ま
す
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
の
在
庫
は

【
町
長
】　

12
セ
ッ
ト
分
で
す

森　雅哉議員
M A S A Y A  M O R I

※ テレワーク
場所や時間にとらわれない柔軟な
働き方。在宅勤務、モバイルワー
クなどとも言われる。

つぶやき

災害時に活用できるダンボールベッド

本町はテレワークをす
る環境としては素晴ら
しいと思います。
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イベント中止費用を支援策へ

橋本 和之議員
KAZUYUKI HASHIMOTO

問

第
２
弾
の
独
自
支
援

策
の
財
源
に
イ
ベ
ン
ト
中

止
費
用
を
充
て
て
は
ど
う

か
と
思
う
が
、
ど
こ
ま
で

の
イ
ベ
ン
ト
中
止
と
そ
の

費
用
を
見
込
ん
で
い
る

か
。

町
長　

川
せ
が
き
ま
で
の

イ
ベ
ン
ト
中
止
を
決
定
し

て
い
ま
す
。
費
用
に
つ
い

て
は
令
和
２
年
度
予
算
で

イ
ベ
ン
ト
関
係
費
を
１
，

４
０
０
万
円
計
上
し
て
あ

り
ま
す
が
、
ど
こ
ま
で
未

使
用
に
な
る
か
は
未
知
数

で
す
。
追
加
策
を
実
施
す

る
際
は
イ
ベ
ン
ト
予
算
の

組
替
え
も
検
討
し
ま
す
。

問

第
２
弾
の
支
援
策
に

近
隣
市
町
と
共
通
に
使
え

る
商
品
券
を
取
り
入
れ
て

は
ど
う
か
。

町
長　

経
費
と
時
間
が
か

か
る
た
め
予
定
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
広
域
的
な

経
済
支
援
策
を
講
じ
る
場

合
が
あ
れ
ば
担
当
者
間
で

ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

で
す
。

問

接
触
機
会
を
控
え
る

中
で
一
人
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
や
要
援
護
者
に
ど
の

よ
う
な
支
援
を
し
た
か
。

住
民
福
祉
課
長　

地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
に
家
庭

訪
問
を
実
施
し
て
、
心
身

の
状
況
や
生
活
実
態
を
把

握
し
適
切
な
支
援
を
し
て

い
ま
す
。

問

役
場
職
員
の
勤
務
体

制
で
時
差
出
勤
や
分
散
勤

務
を
し
て
い
る
が
、
今
後

に
取
入
れ
て
い
く
も
の
や

見
直
し
て
い
く
も
の
が

あ
っ
た
か
。

町
長　

通
勤
に
公
共
交
通

を
利
用
し
な
い
た
め
テ
レ

ワ
ー
ク
や
時
差
出
勤
の
効

果
が
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
や
実
績
を
基

に
あ
ら
ゆ
る
勤
務
体
制
の

方
法
を
研
究
し
て
い
き
た

い
で
す
。

問

長
期
休
校
中
に
家
庭

学
習
に
つ
い
て
具
体
的
に

ど
の
よ
う
な
取
組
み
を
し

た
か
。
ま
た
児
童
・
生
徒

へ
の
連
絡
や
フ
ォ
ロ
ー
を

ど
う
し
た
か
。

教
育
長　

定
期
的
に
教
科

書
に
沿
っ
た
学
習
プ
リ
ン

ト
の
配
布
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ

テ
レ
番
組
の
視
聴
や
ｅ※

ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
を
活
用
し
て

オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
に
も
取

組
み
ま
し
た
。
ま
た
児
童

生
徒
か
ら
の
質
問
を
電

話
で
受
け
る
と
と
も
に
、

ｚ※
ｏ
ｏ
ｍ
を
活
用
し
て
オ

ン
ラ
イ
ン
で
も
受
け
ま
し

た
。

【 町長 】追加策を実施する際は検討します

※ ｅライブラリー
「学力の定着と向上」と「自主的な学び」
をサポートする学習支援サービス。
※ zoom（ズーム）
PCやスマートフォンを使って、セミ
ナーやミーティングをオンラインで
開催するために開発されたアプリ。

23 ６月号.2020 chiyodachiyoda６月号.2020

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
生
じ
て
い
る
町
内

飲
食
店
の
支
援
を
目
的
と
し
た
「
飲
食
店
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
ち
よ
だ
お
な
かS

ス
ィ
ッ
タ
ー

w
itter

（
24
ペ
ー
ジ
参
照
）」
事
業
の
第
２
弾

と
し
て
、
各
家
庭
で
楽
し
み
な
が
ら
飲
食
店
を
応
援
で
き
る
特

典
付
き
の
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
し
ま
す
。

ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
ス
タ
ン
プ
台
紙
は
５
０
０
円
の
金
券

と
し
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
加
盟
店
で
利
用
で
き
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
・
商
工
観
光
係
☎
(86)
７
０
０
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
雇
い
止
め
な
ど
に

よ
り
、
離
職
し
た
町
内
在
住
の
方
に
対
し
、
１
名
あ
た
り
３
０
，

０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

問
住
民
福
祉
課
・
保
険
年
金
係
☎
(86)
７
０
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
等
の
最
前
線
で
働
く

町
内
在
住
在
勤
の
医
療
（
医
療
機
関
・
調
剤
薬
局
）
従
事
者
に

対
し
、
１
名
あ
た
り
２
０
，
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
(86)
５
４
１
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
連
し
た
問
題
で
お
困
り

の
方
を
対
象
に
、
電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

▼
対
象

町
内
在
住
の
方

▼
相
談
日
程

①
6
月
８
日
㈪
・
15
日
㈪
・
29
日
㈪
・
７
月
４
日
㈯
は
、

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

②
６
月
22
日
㈪
は
、
午
前
10
時
〜
正
午

※
電
話
に
よ
る
相
談
で
す
。
1
名
あ
た
り
30
分

▼
申
込
方
法
（
事
前
予
約
制
）

左
記
へ
電
話
又
は
窓
口
に
て
申
込
み

問
住
民
福
祉
課
・
住
民
係
☎
(86)
７
０
０
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
家
計
が
急

変
し
た
世
帯
の
方
へ
奨
学
金
の
貸
し
付
け
を
行
い
ま
す
。

詳
細
は
、
20
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
教
育
委
員
会
事
務
局
・
学
校
教
育
係
☎
(86)
７
０
０
８

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
マ
ス
ク
や
消
毒
液

な
ど
の
感
染
症
対
策
用
品
を
町
が
購
入
し
、
マ
ス
ク
は
各
行
政

区
を
通
じ
配
布
し
ま
し
た
。
今
後
も
地
域
全
体
で
感
染
防
止
対

策
を
推
進
し
ま
す
。

問
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
(86)
５
４
１
１

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
事
業
者
を
応
援
す
る
た
め
、
令
和
２

年
２
月
〜
５
月
の
い
ず
れ
か
の
売
上
高
が
、
前
年
同
月
と
比
較

し
て
わ
ず
か
で
も
減
少
し
て
い
る
町
内
の
中
小
企
業
者
及
び
個

人
事
業
主
に
対
し
、
１
事
業
者
あ
た
り
３
０
，
０
０
０
円
を
支

給
し
ま
す
。（
一
部
対
象
と
な
ら
な
い
事
業
者
も
あ
り
ま
す
）

問
産
業
観
光
課
・
商
工
観
光
係
☎
(86)
７
０
０
５

働
く

者
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
休
校
や
登
園
自
粛

と
な
っ
て
い
た
保
護
者
の
金
銭
的
負
担
の
軽
減
の
た
め
、
子
育

て
世
帯
を
対
象
に
支
給
し
ま
す
。

▼
対
象
者

平
成
14
年
４
月
２
日
〜
令
和
２
年
５
月
31
日
に
生

ま
れ
、
千
代
田
町
に
住
所
を
有
す
る
子
ど
も
の
保
護
者

▼
支
給
額

１
名
あ
た
り
１
０
，
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

現
在
千
代
田
町
か
ら
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
申
請
不
要
。

※
次
に
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
の
で
、
町
か
ら
送
付

さ
れ
る
申
請
書
に
関
係
書
類
を
添
付
の
う
え
、
返
信
用
封
筒

に
よ
り
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

●
令
和
２
年
４
月
以
降
に
児
童
手
当
の
受
給
申
請
を
行
っ
た
方

●
公
務
員
の
方
及
び
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
方
等

問
住
民
福
祉
課
・
福
祉
係
☎
(86)
７
０
０
０

妊
産
婦
や
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
の
安
定
し
た
食
生
活
の
確

保
及
び
自
立
し
た
生
活
の
向
上
を
図
る
た
め
、
配
食
サ
ー
ビ
ス

等
の
利
用
料
金
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
者

妊
産
婦
・
75
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
又

は
町
事
業
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
た
方

▼
対
象
期
間

４
月
１
日
〜
令
和
３
年
３
月
31
日

▼
対
象
経
費

町
内
飲
食
店
又
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
に
支

払
っ
た
費
用
（
１
日
あ
た
り
１
，
０
０
０
円
ま
で
）

▼
補
助
額

上
限
１
０
，
０
０
０
円

▼
申
請
方
法

申
請
書
、
母
子
手
帳
の
写
し
（
妊
産
婦
の
み
）、

飲
食
店
又
は
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
が
発
行
し
た
領
収
書
又

は
レ
シ
ー
ト
を
左
記
へ
申
請
（
郵
送
可
）

問
住
民
福
祉
課
・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
(86)
６
２
２
７

飲
食
店
利
用
促
進

飲
食
店
利
用
促
進

　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業

　
　
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業

離
職
者
支
援
金
支
給
事
業

離
職
者
支
援
金
支
給
事
業

医
療
従
事
者
等

医
療
従
事
者
等

　
　
特
別
応
援
金
支
給
事
業

　
　
特
別
応
援
金
支
給
事
業

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

畜
産
業
緊
急

畜
産
業
緊
急

　
　
　
　
応
援
金
支
給
事
業

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
厳
し
い
経

営
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
町
内
の
畜
産
業
者
を
支
援
す
る
た
め
、

１
事
業
者
あ
た
り
３
０
，
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。

問
産
業
観
光
課
・
農
政
係
☎
(86)
７
０
０
５

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
売
上
高
が

前
年
同
月
と
比
べ
10
％
以
上
減
少
し
た
町
内
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
が
運
転
資
金
の
た
め
に
、
千
代
田
町
小
口
資
金
融
資

を
受
け
た
際
、
群
馬
県
信
用
保
証
協
会
へ
支
払
っ
た
信
用
保
証

料
の
全
額
補
助
及
び
借
入
か
ら
３
年
間
の
金
融
機
関
に
支
払
っ

た
利
息
を
全
額
補
助
し
ま
す
。

▼
申
請
期
間

６
月
１
日
㈪
〜
９
月
30
日
㈬

問
産
業
観
光
課
・
商
工
観
光
係
☎
(86)
７
０
０
５

小
口
資
金
保
証
料
補
助
金

小
口
資
金
保
証
料
補
助
金

 

　 

　
及び及び

利
子
補
給
金
交
付
事
業

利
子
補
給
金
交
付
事
業

配
食
サ
ー
ビ
ス
等

配
食
サ
ー
ビ
ス
等

　
　
利
用
料
補
助
事
業

　
　
利
用
料
補
助
事
業

感
染
症
対
策
用
品
購
入
事
業

感
染
症
対
策
用
品
購
入
事
業

個人向け事業者向け

福祉教育衛生

中
小
企
業
者
等

中
小
企
業
者
等

　
　
緊
急
支
援
金
支
給
事
業

　
　
緊
急
支
援
金
支
給
事
業

子
育
て
が
ん
ば
ろ
う
！

子
育
て
が
ん
ば
ろ
う
！

　
　
応
援
給
付
金
支
給
事
業

　
　
応
援
給
付
金
支
給
事
業

奨
学
金
緊
急
貸
与
事
業

奨
学
金
緊
急
貸
与
事
業

千代田町独自支援策
では、新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して、11事業の支援
策を創設しました。事業概要を掲載していますので、詳細は町広報

紙や町ホームページ等でご確認されるか、各担当課までお問合せください。

町

個人 事業者 福祉 教育 衛生

新型コロナウイルス感染症に関する５５カテゴリー CLOSE
UP

有効活用が望まれる独自支援策11事業

つぶやき

新型コロナウイルスへ
の対応は長期化が予想
されます。町民に寄り
添った適時適切な支援
をお願いします。
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飲食店へのサポートは

【 町長 】PR活動を継続する

問　

機
構
改
革
に
よ
り
産

業
観
光
課
に
名
称
変
更
し
、

産
業
と
観
光
事
業
へ
の
推

進
は
。

　

ま
た
、
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
㈱
と

協
定
を
結
ん
だ
産
業
・
観

光
振
興
の
内
容
は
。

町
長　

産
業
で
は
、
農
業

と
商
工
業
の
成
長
と
活
性

化
に
必
要
な
支
援
を
引
き

続
き
行
い
ま
す
。
観
光
で

は
、
新
た
に
観
光
資
源
の

掘
り
起
こ
し
や
整
備
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
や

拡
充
な
ど
、
こ
れ
ま
で
以

上
に
力
を
入
れ
て
取
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
協
定
内
容
と
し

て
は
、
企
業
を
対
象
と
し

た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

や
サ
イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
に

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
及
び
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の
支

援
で
す
。
観
光
で
は
、
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
に
対
応
す
る

た
め
の
受
入
れ
対
応
力
の

向
上
や
リ
ス
ク
対
応
の
セ

ミ
ナ
ー
、
外
国
人
観
光
客

向
け
の
観
光
避
難
マ
ッ
プ

の
作
成
な
ど
の
メ
ニ
ュ
ー

に
つ
い
て
企
業
か
ら
提
案

を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

問　

商
工
会
の
役
割
は
。

町
長　

商
工
会
が
主
催
者

と
な
り
地
域
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
が
る
様
々
な
取

組
み
や
イ
ベ
ン
ト
等
が
実

施
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

問　

活
性
化
を
図
る
た
め

に
飲
食
店
へ
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
で
は
。

町
長　

グ
ル
メ
ガ
イ
ド
を

作
成
し
近
隣
の
主
要
な
施

設
等
に
配
布
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
定
期

的
な
改
訂
を
行
う
と
と
も

に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
飲
食

店
応
援
事
業
と
並
行
し
て
、

町
内
飲
食
店
の
Ｐ
Ｒ
活
動

を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
商
工
会
か
ら
支
援

事
業
の
提
案
が
あ
れ
ば
全

面
的
に
協
力
し
ま
す
。

問　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
伴

う
飲
食
店
へ
の
新
た
な
サ

ポ
ー
ト
は
。

町
長　

町
独
自
で
Ｈ
Ｐ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
な
が

ら
、
町
内
飲
食
店
の
出
前

や
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
情
報
を

紹
介
す
る
飲
食
店
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
ち
よ
だ
お

な
かSw

itter

（
ス
イ
ッ

タ
ー
）
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
第
２
弾
と
し
て
町
内

の
飲
食
店
を
回
る
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

酒巻 広明議員
HIROAKI  SAKAMAKI

おなかが空いた
らスマートフォ
ン等で検索

ＱＲコード

商工会青年部が発行した応援チラシ

ちよだおなかSwitterの詳しい情
報はQRコードを読み取ることで
ご覧いただけます。

つぶやき

雄大な利根川が流れ、
おいしい食事と自然が
満喫でき、一日ゆった
り過ごせる魅力ある
「まち」。
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問　

洪
水
発
生
時
の
避
難

駐
車
ス
ペ
ー
ス
確
保
の
考

え
は
。

町
長　

避
難
所
は
、
公
共

施
設
を
中
心
に
13
カ
所
を

指
定
し
て
い
ま
す
が
、
町

民
全
員
の
避
難
は
で
き
な

い
状
態
で
す
。
ま
た
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
対
策
も
同
時
進
行
で
行

う
た
め
収
容
人
数
は
更
に

限
ら
れ
ま
す
。
台
風
19
号

の
経
験
か
ら
も
、
車
両
で

の
避
難
も
有
効
で
あ
り
、

ま
た
、
避
難
駐
車
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
の
確
保
は
有
効

な
手
段
と
考
え
ま
す
。

避難指示のタイミングは

小林 正明議員
MASAAKI KOBAYASHI

問　

避
難
勧
告
と
避
難
指

示
発
令
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
。

町
長　

災
害
の
危
険
度
に

応
じ
た
５
段
階
の
警
戒
レ

ベ
ル
に
よ
っ
て
周
知
を
行

い
、
警
戒
レ
ベ
ル
３
以
上

で
発
令
し
ま
す
。

問　

適
切
な
避
難
行
動
の

考
え
方
は
。

町
長　

台
風
に
お
い
て
万

が
一
利
根
川
が
氾
濫
し
た

場
合
、
ど
こ
ま
で
水
位
が

来
ま
す
と
の
目
安
と
な
る

看
板
を
町
内
30
カ
所
余
り

貼
る
よ
う
に
し
ま
す
。
そ

れ
を
参
考
に
普
段
よ
り
家

族
、
親
戚
、
近
所
の
方
も

含
め
て
話
し
合
い
、
２
階

で
避
難
し
て
い
れ
ば
安
全

な
方
は
、
避
難
所
へ
行
か

な
く
て
も
良
い
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
台
風
の
と
き

に
サ
イ
レ
ン
が
鳴
っ
た
場

合
に
は
避
難
す
る
と
い
う

状
況
を
作
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

広
域
避
難
場
所
の
考

え
方
は
。

町
長　

平
成
31
年
に
、
災

害
時
に
お
け
る
利
根
川
両

岸
４
市
３
町
相
互
応
援
に

関
す
る
協
定
を
締
結
、
こ

れ
に
よ
り
、
埼
玉
県
行
田

市
、
羽
生
市
、
加
須
市
、

熊
谷
市
、
群
馬
県
板
倉
町
、

明
和
町
、
大
泉
町
と
災
害

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
輸

送
手
段
と
し
て
㈱
ス
タ
ー

交
通
と
災
害
時
に
お
け
る

バ
ス
及
び
民
間
救
急
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。

【 町長 】警戒レベルによって発令します

洪
水
発
生
時
の
避
難
駐
車
ス
ペ
ー

ス
確
保
の
考
え
は

【
町
長
】　

有
効
な
手
段
と
考
え
ま
す

つぶやき
地域での避難訓練講習会の風景

https://www.kantei.go.jp/jp/headline/bousai/keihou.html：参考URL

万が一の災害に備え自
分の身は自分で守る。
身を寄せられる親戚、
友人、知人宅など１カ
所は想定しておきま
しょう！
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妊婦の喫煙と飲酒対策は

【 健康子ども課長 】危険性を説明します

問　

母
子
保
健
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
は
何
人
い
る
の

か
。

健
康
子
ど
も
課
長　

保
健

セ
ン
タ
ー
内
に
は
保
健
師

が
４
名
、
う
ち
母
子
保
健

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
１

名
で
す
。

問　

乳
幼
児
健
診
の
受
診

率
が
１
０
０
％
で
は
な
い

が
、
未
受
診
者
に
対
し
て

フ
ォ
ロ
ー
し
て
い
る
か
。

健
康
子
ど
も
課
長　

児
童

虐
待
等
の
可
能
性
も
含
め

て
、
保
健
と
福
祉
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
子
ど
も
の

安
全
確
認
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
積
極
的
に
受
診
勧

奨
を
し
、
１
０
０
％
を
目

指
し
ま
す
。

問　

乳
幼
児
の
歯
科
健
診

の
受
診
率
が
低
い
が
。

健
康
子
ど
も
課
長　

法
定

健
診
は
90
％
を
超
え
て
い

ま
す
が
、
町
単
独
の
健
診

で
は
70
％
で
す
。
例
え
ば

１
歳
６
か
月
児
歯
科
健
診

の
時
は
虫
歯
の
子
ど
も
は

少
な
か
っ
た
の
に
３
歳
児

歯
科
健
診
の
時
は
虫
歯
の

子
ど
も
が
増
え
て
い
る
と

い
う
傾
向
が
あ
る
の
で
、

受
診
を
さ
れ
て
い
な
い
保

護
者
の
方
へ
受
診
勧
奨
で

重
要
性
を
伝
え
ま
す
。

問　

平
成
30
年
度
の
町
の

実
績
で
は
妊
婦
の
喫
煙
率

は
４・
３
％
、
飲
酒
率
は

２・
９
％
も
い
る
が
対
策

は
。

健
康
子
ど
も
課
長　

母
子

健
康
手
帳
交
付
時
に
妊
婦

届
出
書
及
び
ア
ン
ケ
ー
ト

の
記
載
内
容
を
も
と
に
、

妊
産
婦
の
喫
煙
や
飲
酒
状

況
の
把
握
を
し
て
い
ま

す
。
助
言
が
必
要
な
方
に

対
し
て
は
面
接
な
ど
の
際

に
危
険
性
を
説
明
し
て
い

ま
す
。

問　

子
育
て
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
約

10
％
の
保
護
者
の
方
が
で

き
れ
ば
他
の
所
で
子
育
て

を
し
た
い
、
と
回
答
し
て

い
る
が
。

健
康
子
ど
も
課
長　

待
機

児
童
が
い
な
い
た
め
、
就

学
前
に
本
町
に
居
住
し
て

小
学
校
の
入
学
時
に
町
外

に
転
出
す
る
傾
向
も
あ
り

ま
す
。
子
育
て
世
代
の
方

が
ず
っ
と
本
町
に
住
み
た

い
、
住
み
続
け
た
い
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し

ま
す
。

大谷 純一議員
J U N I C H I  O Y A

妊産婦を支える本町の保健師

つぶやき

本町から虐待事案が絶
対でないように町とし
てフォローを！

千代田町議会だより「大河」151号　令和２年７月25日発行11



G
ギ　　　ガ

IGAスクール※構想は

大澤 成樹議員
N A R U K I  O S A W A

問　

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
実
現
に
向
け
て
本
町

も
取
組
ん
で
い
く
と
い
う

認
識
で
良
い
か
。

教
育
長　

国
庫
補
助
事
業

が
活
用
で
き
る
ほ
か
、
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
の
充

当
も
可
能
と
な
る
こ
と
か

ら
、
早
急
に
１
人
１
台
端

末
整
備
に
向
け
て
進
め
て

い
き
た
い
で
す
。

問　

児
童
・
生
徒
が
使
用

す
る
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
の
整
備
状
況
と
今

後
１
人
１
台
端
末
の
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
ど

の
よ
う
な
計
画
で
進
め
て

い
く
予
定
か
。

教
育
長　

現
状
は
各
小
中

学
校
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ

ン
を
40
台
ず
つ
合
計
で

１
２
０
台
で
す
。
ま
た
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
は
、
東
小
学

校
で
23
台
、
西
小
学
校
で

25
台
、
中
学
校
で
13
台
、

合
計
61
台
で
す
。

　

今
後
は
、
児
童
・
生
徒

へ
１
人
１
台
端
末
の
整
備

を
行
う
ほ
か
、
教
師
用
の

端
末
の
整
備
、
学
習
用
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
導
入
、
校

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、

充
電
保
管
庫
の
整
備
な
ど

を
早
急
か
つ
積
極
的
に
進

め
た
い
で
す
。

問　

教
職
員
の
Ｉ※

Ｃ
Ｔ
分

野
に
お
け
る
指
導
力
向
上

に
向
け
て
、
ど
ん
な
取
組

み
を
さ
れ
て
い
く
の
か
。

教
育
長　

町
教
職
員
研
修

に
て
小
中
学
校
全
教
職
員

に
対
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の

使
用
に
つ
い
て
研
修
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。ま
た
、

校
内
研
修
で
も
実
施
し
て

い
き
ま
す
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
の
支
援

員
の
投
入
も
必
要
と
考
え

る
が
。

教
育
長　

環
境
整
備
が
進

む
に
つ
れ
必
要
に
な
っ
て

く
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

支
援
員
の
配
置
方
法
や
学

校
へ
の
支
援
体
制
な
ど
を

検
討
し
導
入
に
向
け
て
進

め
た
い
で
す
。

問　

特
別
支
援
教
育
に
お

け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用

は
。

教
育
長　

特
別
支
援
学
級

の
児
童
・
生
徒
の
障
が
い

の
状
態
や
特
性
に
応
じ
た

適
切
な
教
材
や
ソ
フ
ト
の

導
入
を
検
討
し
て
い
き
た

い
で
す
。

【 教育長 】早急に進めていきたいです

※ GIGAスクール構想
児童・生徒１人１台端末、および高速大
容量の通信ネットワークを一体的に整備
し、公正に個別最適化された学びを全国
の学校現場で持続的に実現させる構想。
※ ICT
コンピューターやインターネットなどの
デジタル技術全般のこと。１日も早い導入に期待します

つぶやき

令和の時代に活躍する
子どもたちにふさわし
いICT環境の構築を
スピード感を持って推
進していきたい。
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場所：保健センター・総合福祉センター

場所：利根川河川敷
　　　（利根川水系水防演習会場）

 議員コメント 
・演習後に町に負担にならないよう利活用してもらいたい。（大谷）
・本町は利根川と共に歩んでいき、水害に対する備えの重要性を再
認識しました。（原口）

・広大な利根川水辺環境、町の賑わい作りに役立てましょう！（小林）
・町民と行政の連携による自然災害への備え急務です。（大澤）
・会場の跡地を観光の拠点になるように考えたい。（金子）
・水防演習を期に防災に力を入れて安全安心なまちづくり（柿沼）

 議員コメント 
・少子化対策や健康長寿のまちづくりに取組んでほしい。（酒巻）
・保健センターは町民の健康を守る大事な拠点施設です。（川田）
・工夫をして効率よく使用している様子がわかりました。（森）

 議員コメント 
・施設内は、きれいに整理・整頓されていましたが、雨漏り跡が目
立ちました。（橋本博之）

・少子高齢化対策の要の施設になるよう期待する。（髙橋）
・段階的な施設再開ですが、利用者にとっては朗報です。 （橋本和之）

完成した利根川水系水防演習会場
　赤岩地先（渡船場付近）にて、第69回利根川水
系連合・総合水防演習会場が完成し、現地確認を行
いました。当初令和２年５月に行われる予定でした
が、新型コロナウイルス感染症予防対策のため１年
間延期になりました。
　昭和22年９月にカスリーン台風において甚大な
被害（死者1,077名、行方不明者853名、負傷者
1,547名）が発生したのを受けて、このような水害
を二度と起こさせないための「利根川水系連合・総
合水防演習」が行われます。
　地元千代田消防団も参加し日頃の訓練成果を十二
分に発揮し活躍することと思います。
　昨年の台風19号において中島地区で河川の氾濫
が発生していることから、被害を発生させない及び
最小限にすることから総合水防演習は大切なことと
思えた管内視察でした。 原口 剛　記

町民の健康を守る保健センター
　保健センターでは、現在、新型コロナウイルス感
染症予防対策の取組みをしていますが施設内が手狭
になってしまっている現状があると報告を受けまし
た。創意工夫をしながら町民の皆様の健康維持・促
進を実施し推奨をしていく保健センターの役割は、
とても大きいと感じます。

ふれあい広場の総合福祉センター
　総合福祉センターでは、老人福祉センター・児童
センター・地域活動支援センターが併設された複合
施設です。利用者状況も多く盛況ぶりが伺えますが、
新型コロナウイルス感染症予防対策によって施設の
使用停止や行事の中止が続いていると聞きました。
再開時には、３密にならないよう注意しながら施設
利用をしてもらえればと思います。
 橋本 博之　記

管内視察レポート

総務産業常任委員会

文教民生常任委員会

令和２年６月10日実施

総合水防演習会場の現地視察

町民の健康を守る保健センター

ふれあい広場の総合福祉センター
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課
開催日：令和２年６月８日開催日：令和２年６月８日

大谷 純一（委員長）
原口　 剛（副委員長）
小林 正明
大澤 成樹
金子 浩二

総
務
課

ゆ※

う
活
に
つ
い
て

問
ゆ
う
活
に
よ
っ
て
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
っ
た
か
。

答
窓
口
業
務
等
を
伴
わ
な

い
部
署
を
中
心
に
実
施
し
、

１
時
間
早
く
退
庁
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
自
分
の
趣
味
や
家

族
サ
ー
ビ
ス
に
使
っ
て
い
る

よ
う
で
す
。

企
画
財
政
課

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て問
ふ
る
さ
と
納
税
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
の
選
べ
な
い
商
品

が
長
ら
く
掲
載
さ
れ
て
い
る

が
。

答
納
品
で
き
な
い
も
の
は

精
査
し
た
い
で
す
。

建
設
環
境
課

都
市
計
画
道
路
に
つ
い

て問
都
市
計
画
道
路
の
赤
岩

と
中
島
地
内
の
信
号
機
の
設

置
と
大
型
車
侵
入
の
件
は
ど

う
な
っ
た
か
。

答
県
の
公
安
委
員
会
と
協

議
し
て
い
ま
す
が
、
交
通
量

を
把
握
し
、
多
い
場
合
は
設

置
と
の
こ
と
で
す
。

　

大
型
車
の
通
行
は
広
域
農

道
に
接
続
し
て
か
ら
通
行
可

と
な
り
ま
す
。

問
広
域
農
道
ま
で
の
延
伸

は
い
つ
頃
の
予
定
か
。

答
令
和
６
年
ま
で
に
開
通

さ
せ
た
い
で
す
。

都
市
整
備
課

ふ
れ
あ
い
タ
ウ
ン
の
販

売
状
況
に
つ
い
て

問
残
り
区
画
の
販
売
を
ど

う
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
の
か
。

答
補
助
金
を
増
額
す
る
な

ど
考
え
た
い
で
す
。

意
見
交
換

入
札
に
つ
い
て

執
行
部
入
札
に
は
一
般
競

争
入
札
・
指
名
競
争
入
札
・

随
意
契
約
の
３
種
類
あ
り
ま

す
が
、
本
町
で
は
指
名
競
争

入
札
を
採
用
し
て
お
り
、
指

名
業
者
は
副
町
長
及
び
課
局

長
で
構
成
さ
れ
る
入
札
審
査

会
に
よ
り
選
定
し
、
入
札
の

執
行
は
電
子
入
札
に
お
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
本
町
の
場

合
、
最
低
制
限
価
格
制
度
を

採
用
し
て
お
り
、
極
端
に
安

い
金
額
に
よ
る
不
良
工
事
を

防
止
し
、
談
合
防
止
の
た
め

予
定
価
格
・
最
低
制
限
価
格

を
事
後
公
表
し
て
い
ま
す
。

随
意
契
約
は
１
３
０
万
円
以

下
の
金
額
で
、
数
社
に
よ
り

見
積
も
り
を
提
出
し
て
も
ら

い
契
約
し
て
い
ま
す
。

議
員
随
意
契
約
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
は
ど
の
よ

う
な
案
件
か
。

執
行
部
特
殊
な
技
術
を
必

要
と
す
る
場
合
、
緊
急
を
用

す
る
場
合
や
そ
の
会
社
で
な

け
れ
ば
出
来
な
い
よ
う
な
案

件
で
す
。

災
害
対
策
に
つ
い
て

執
行
部
昨
年
の
台
風
の
教

訓
か
ら
暴
風
雨
の
際
は
防
災

無
線
で
の
音
声
で
は
指
示
は

聞
こ
え
に
く
い
と
の
指
摘
か

ら
、
避
難
指
示
を
発
令
す
る

場
合
は
音
声
で
は
な
く
サ
イ

レ
ン
に
し
ま
す
。
ま
た
町
内

30
カ
所
に
最
大
浸
水
深
看
板

を
設
置
し
ま
す
。

議
員
中
島
地
区
の
河
川
対

策
は
。

執
行
部
新
谷
田
川
放
水
路

沿
い
に
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
利

用
し
て
遮
水
壁
を
造
る
予
定

で
す
。

議
員
利
根
川
河
川
敷
の
水

防
演
習
会
場
の
利
活
用
は
。

執
行
部
演
習
終
了
後
も
利

用
で
き
る
形
態
を
要
望
し
て

い
き
た
い
で
す
。

所
管
か
ら
の
報
告

※
ゆ
う
活
と
は
７
月
と
８
月
の

期
間
、
職
員
が
１
時
間
早
く

出
勤
し
１
時
間
早
く
退
庁
す

る
夏
時
間
シ
ス
テ
ム
。

遮水壁の工事が進む新谷田川放水路（中島地内）
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
税務会計課／住民福祉課／健康こども課／教育委員会税務会計課／住民福祉課／健康こども課／教育委員会
開催日：令和２年６月９日開催日：令和２年６月９日

酒巻 広明（委員長）
橋本 博之（副委員長）
髙橋 祐二
川田 延明
森　 雅哉
橋本 和之

税
務
会
計
課

令
和
２
年
度
の
町
税
の

課
税
状
況
に
つ
い
て

問
納
税
の
猶
予
な
ど
の
相

談
は
。

答
６
件
の
相
談
を
受
け
て

い
ま
す
。

住
民
福
祉
課

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
等

の
開
館
予
定
に
つ
い
て

問
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

再
開
に
向
け
て
の
対
策
は
。

答
町
内
在
住
者
の
み
の
利

用
と
し
、
部
屋
の
広
さ
に
よ

り
利
用
人
数
の
制
限
を
し
ま

す
。参
加
人
数
に
よ
っ
て
は
、

他
の
町
内
施
設
を
活
用
し
て

も
ら
い
ま
す
。

健
康
こ
ど
も
課

医
療
従
事
者
等
特
別
応

援
金
支
給
事
業
に
つ
い

て問
町
内
の
医
療
機
関
へ
の

対
応
は
。

答
保
健
師
が
直
接
資
料
を

持
参
し
案
内
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会

英
語
検
定
料
助
成
事
業

に
つ
い
て

問
２
月
の
受
検
者
数
が
少

な
い
が
。

答
中
学
３
年
生
が
、
高
校

受
験
へ
切
り
替
え
る
か
ら
と

考
え
ま
す
。

意
見
交
換

学
校
関
係
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
つ
い
て

議
員
学
習
時
間
の
遅
れ
へ

の
対
応
は
。

執
行
部
学
習
指
導
要
領
の

実
施
す
る
割
合
を
７
割
と
し

て
、
学
校
で
や
る
も
の
、
家

庭
で
や
る
も
の
と
組
み
直
し

を
行
い
、
長
期
休
暇
を
12
日

間
短
縮
し
学
校
行
事
は
縮
小

や
中
止
を
し
ま
す
。

議
員
学
習
機
会
を
失
っ
た

児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
。

執
行
部
授
業
内
容
等
を
工

夫
し
て
対
応
し
、
中
学
３
年

生
の
履
修
状
況
は
、
進
学
先

へ
申
し
送
り
し
ま
す
。
中
学

１
年
生
の
小
学
校
課
程
の
授

業
内
容
に
つ
い
て
は
終
了
し

て
い
ま
す
。

議
員
Ｇ※

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル

構
想
へ
の
対
応
は
。（
※
Ｐ
．

12
参
照
）

執
行
部
今
年
度
中
に
各
学

校
の
環
境
整
備
を
行
い
、
児

童
・
生
徒
１
人
１
台
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
校
内
で
活
用

で
き
る
よ
う
整
備
し
ま
す
。

議
員
中
学
３
年
生
が
出
場

で
き
る
部
活
動
の
大
会
は
。

執
行
部
県
の
中
体
連
で
代

替
え
の
大
会
を
検
討
し
て
い

ま
す
が
、
会
場
の
確
保
や
開

催
時
期
、
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学校が再開され元気に登校する児童に感染症対策として検温する様子

感染症対策がしっかり行われ再
開された福祉センター内お風呂
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議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、

９月８日（火）～９月18日（金）の予定です
（一般質問は初日の午前９時からです）

Vol.1
将来を担う若者達

に聞きました！

議会広報編集委員会
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今号の表紙
～待ちわびた瞬間～
　緊急事態宣言が解除された週末。町内の各所で、大人
から子どもまで久しぶりの休日を楽しんでいました。新
型コロナウイルスは、当たり前にあった幸せを奪いかね
ない恐ろしいもの。新しい生活様式を実践して、かつて
の日常を取り戻しましょう！

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

将来の夢は「電気設備士」
 安定した職業に就きたい。

❶実際に町民体育館に温度計が設置されたこと。
❷温度計が設置されたことで
後輩たちに喜ばれたことが
嬉しかった。

❸自然が豊かな街づくりと、
高齢者が楽しく暮らせる街
づくり。

将来の夢は「皇宮警察官」
 社会に貢献したい。

❶政治に目を向けるようになりました。
❷新しい道路が出来た。完成
が楽しみです。

❸小さな町だからこそ出来る
政治と、町の施設を再利用
して柔軟な対応をしてもら
いたい。

将来の夢は「中学校の先生」
 受験する生徒に寄り添いたい。

❶子どもの視線でみた議会が人に役立てる大切な
機会をいただいた。

❷図書館の空きスペースを、
食事が出来るようにしてい
ただいたこと。

❸バスの運行本数が少ないの
で増やしてもらいたい。イ
ベント時は特別運行してく
ださい。

「子ども議会」参加者
　新企画「将来を担う若者達」は、３年前に実
施した「子ども議会」に参加した皆様をご紹介
します。初回は、12人の内の３人にご協力を
いただきました。

❶子ども議会での経験を経て今は？
❷その後の３年で千代田町はどう変わりましたか？
❸今後、千代田町に期待することは？

吉田　健人さん
（上中森在住）

橋本　実弥さん
（萱野在住）

荒井　希美さん
（下中森在住）

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

取材議員のひとこと

自分の意見（本町の未来について）
や、将来の夢を堂々と語ってくれ
た姿が、とても印象に残りました。

原口橋本博之

議会を傍聴される方への注意事項
・手洗いや手指消毒液の使用
・マスクの着用
　なお、次のような症状がある場
合は、入場をお断りすることがあ
ります。
・風邪の症状がある。
・37.5度以上の発熱がある。
・咳が出る。

Q&A
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